
居住支援事業　支援好事例

場所

性別 男性 年齢 60代

支援期間 3ヶ月

特徴・課題

支援メニュー

支援内容

およびその結果

取組ポイント

POPOLOハウス

・寮付の仕事に就いていたが、人間関係が原因で離職し、ホームレス生活をしていた。

・貯蓄も底をつき、自立相談支援センターにどうしたらよいか相談したところ、居住支援事

業を紹介された。

・県外出身で仕事の関係で静岡にきた。両親はすでに他界、親族とも疎遠であるため、頼れ

る家族や知人はいない。

・携帯電話も支払が滞っており、つながらない状況である。

・市民税の滞納がある。

①居住支援事業（シェルター事業）：一時的な住居と食事を提供し、自立をサポートする

②就労支援

③伴走支援

　・日雇いの仕事をしながら、アパートの初期費用、携帯料金支払いのための資金を貯め

る。

　・市民税の滞納について市役所と相談をすすめる。

・日払いの仕事を始め、毎週収入の一部をPOPOLOに預けることで、約3か月で16万円を貯蓄

することができた。

・収入のなかから携帯電話の滞納分を支払い、再び使えるようにした。

・その後、会社に応募し採用されたが、貯めたお金で家具等を購入し、スムーズに新しい生

活を始めることができた。

・市民税の滞納があったが、入居中に市収納課に相談に行き、返済計画をたてることができ

た。

・本人の同意のもと金銭管理および給料の一部を預かったところ、毎週貯蓄金額が増えてい

くことを目に見える形で確認でき、本人にとって大きな自信になった。

・退居後も本人からその後の生活状況について連絡がきており、施設入居中だけでなく、入

居後も伴走支援ができている。


